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被災者支援、協同組合間の連携が求められるが… 

 この間の台風や大雨による被害を受けた皆様に、心よりのお見舞いを申し上げる次第です。 
「異常気象」と呼ぶには、あまりにも日常化した感が強い昨今の天候です。 
台風 15 号の被害は、関東、特に千葉県での長期に亘る停電が被害を拡大させてしまいました。そ

して、追い打ちをかけるように台風 19 号の来襲です。初期の報道のお粗末さも何とも言い難いです

が、それに反応した与党幹部の発言はさらに酷いものでした。 
今回の一連の災害をみると、「自然災害」と片付けられない問題を含んでいるように思えます。詳

細は現在も調査がすすめられていますので、軽々に判断はできませんが、日本全体のインフラの有り

様を提起しているように思います。 
日本の基本的なインフラが整備されたのは 1960 年代以降で、先の東京オリンピックを契機に加速

しましたが、あれから 60 年近く、すでに老朽化が指摘されて久しいのですが、それに対する国や自

治体の対応はあまりにも遅すぎるし、財政的な手当もお粗末に過ぎるのではないでしょうか。 
モノは作るよりも直す方が難しい、と言われますが、インフラ整備にもあてはまるのではないでし

ょうか。ところが、国や自治体の今日までの基本的な方向は「作る」ことにのみ集中した施策となっ

ているといわざるを得ません。来夏のオリンピック開催に向けても、当初の節約ベースでの開催が、

決まった途端に開催経費が跳ね上がり、各種施設も新たに建設されているのが実情で、多くの国民が

納得し難い気持ちで迎えようとしていのではないでしょうか。 
公的な面では、以上の視点が重要だと思いますが、当面の被災者・被災地支援をどうするか、とい

う点は、猶予がありません。阪神・淡路大震災以降、各地の災害にボランティアの方達の献身的な取

り組みがされている点は大きな励みになっています。加えて、メディアにはあまり取り上げられるこ

とがないので、全国的には知られていませんが、各地の協同組合組織の踏ん張りも聞こえてきます。 
被災者・被災地の状況をみると、生活基盤、営業基盤の基本的な部分での被害が極めて大きく、個々

の支援とともに、生活と営業の再建のための抜本的な取り組みが極めて重要なことが判ります。その

意味で、各種の協同組合組織が、それぞれの強みを発揮して、かつ相互に連携した取り組みを行うこ

とができれば、より有効な支援ができるのではないでしょうか。しかし、現実には連携ができていな

いのではないかと思われます。今回の台風被害を契機にそれぞれの組織の強みを生かしつつ、連携の

具体化を模索して欲しいと思っています。 
 

協同金融研究会事務局 笹野 武則（元生協総合研究所）  
■本号の目次■ 

 「被災者支援、協同組合間の連携が求められるが…」（笹野武則）  ·································· １ 
◆第 140 回定例研究会報告（2019.5.18）◆ 
「大学生が見た北海道内の信用金庫、銀行の現状」（駒川智子） ··········································· ２ 
◆2019 年度総会報告（2019.5.18）◆ ············································································· ８ 
 2018 年度事業報告（8）、収支決算・監査報告（11）、2019 年度事業計画（12）、収支予算（13） 
◆関係団体のイベント紹介◆かながわ協同組合のつどい（14）生協総研公開研究会（15） 
◆「会報・ニュースレター」発行の遅れのお詫び／第 142 回定例研究会のお知らせ ·············· １６ 
2019 年 10 月発行【編集・発行者】協同金融研究会（事務局長・小島正之） 

〒102-0083 千代田区麹町 3-2-6 麹町本多ビル３Ｂ 日本福祉サービス評価機構気付 

電話＆Fax 03-3262-2260 e-mail：kinyucoop@mail.goo.ne.jp 
＊ＨＰ（http://kyodokinyu.org）／ Facebook もご利用ください。 



2 
 

 

◆第１４０回定例研究会報告（2019 年 5 月 18 日）◆ 
 

大学生が見た北海道内の信用金庫、銀行の現状 
 

北海道大学大学院教育学研究院 准教授 駒川 智子 
 
１．大学生による研究会報告 
 今春に届きました協同金融研究会の第 140 回定例研究会のお知らせに、驚かれた方もおられ

たのではないでしょうか。北海道大学の学生が、道内の信用金庫と銀行への調査をもとに報告す

るというもので、研究会として初の試みという案内です。これまでの定例研究会では金融の専門

家の方が講演されてきましたし、最近の「トップが語る！ 協同金融の真価とは」シリーズでは、

まさに各業態の単位組織の経営トップの方々が登壇されておられます。「なぜ大学生が？」と、

訝しがられても不思議ではありません。 
 発端は、会員である私が学部ゼミで「金融業界における働き方改革」をテーマに調査研究を行

ったことによりますが、大学生の素直で「常識」に捉われない視点からの「発見」は、未熟なが

らも「新鮮なもの」として皆様に受け止めていただけるのではないかと思われました。折しも

AI の導入や人員削減の報道を受け、大学生の就職先人気企業ランキングで金融機関は順位を落

としています。優秀な若手人材を獲得し、研究会を活性化するためにも、協同組織金融に携わる

皆様と大学生の意見交換がなされれば有意義ではないかと考えた次第です。 
研究会は 2019 年 5 月 18 日（土）に、「大学生が見た北海道内の信用金庫、銀行の現状」と題

して、プラザエフ（主婦会館）5 階「会議室」で実施されました。前例のない提案にも関わらず、

学生に報告機会を与えてくださいました協同金融研究会代表で駒澤大学教授の齊藤正先生、運営

委員の皆様、事務局長の小島様、事務局の笹野様に、この場をお借りして心から御礼申し上げま

す。 
 
２．企業の人材育成に関する実証研究 
 当日は二つの報告を行いました。第一報告は「北海道における信用金庫の挑戦」で、北海道大

学教育学部・職業能力形成論ゼミ「信用金庫グループ」が、第二報告は「北海道の地方銀行にみ

る女性の働き方改革」で、同じく北海道大学教育学部・職業能力形成論ゼミ「銀行グループ」が

行いました。 
両報告とも、金融機関の採用、育成などの雇用管理に焦点を当てた報告です。これは私たち職

業能力形成論ゼミが、研究系の教育学部として企業の人材育成をテーマとしており、労働社会学

をベースに企業の雇用管理やキャリア形成を研究していることによります。これまでに多様な産

業や職業を扱ってきましたが、今回は働き方が大きく変わろうとしている金融機関を取り上げ、

学生自身が調査依頼状や質問項目を作成し、企業組織を訪問しての聞き取り調査を実施いたしま

した。研究成果は、2019 年 1 月に埼玉大学経済学部金井ゼミとの合同ゼミで報告し、冊子にま

とめています。 
 
３．北海道における信用金庫の挑戦――信用金庫グループ 
 信用金庫グループからは、報告者として内田向日葵さん（学部 3 年）、三栗谷皓我さん（同 3
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年）、松本大成さん（同 4 年）、吉越巧さん（同 4 年）の 4 人が登壇しました。信用金庫グルー

プの研究課題は、北海道では人口減少や地域経済社会の衰退が生じており、信用金庫を取り巻く

現状はたいへん厳しいとの認識から、創意工夫をこらす信用金庫への調査をもとに、信用金庫の

生き残り策を明らかにすることです。そして優秀な若手人材を引き付けるための、「信用金庫の

見せ方」を提言しようとするものです。 
 調査は北海道信用金庫（札幌市）と大地みらい信用金庫（根室市）に依頼し、それぞれの本店

を訪問しての聞き取り調査を行いました。北海道信用金庫への調査からは、札幌信用金庫、北海

信用金庫、小樽信用金庫の３つが合併して北海道信用金庫となることで、営業範囲が拡大し、生

産地と消費地のビジネスマッチングの役割を担うようになっていることが示されました。第一次

産業の比重が高い後志
しりべし

地区と一大消費地である札幌市を結ぶ、いわば「架け橋」となっているの

です。人事交流も進められ、各金庫の良い点を吸収し合うことで、仕事への新たな視点を獲得す

るなど、職員に良い刺激が与えられているといいます。2018 年に誕生したばかりの新しい信用

金庫ですが、組織の多様性、Face to Face という考え方を大切にしながら人材育成を進めている

姿に、地域の協同組織金融機関としての新たな可能性が見出されます。 
 

 
 大地みらい信用金庫は、水産業と酪農業を基幹産業とする道東の根釧

こんせん

地域に本店を置き、地域

の自立を目指したサポートに力を入れています。具体的には、根釧魅力創造ネットワークを設立

し、FOODEX JAPAN への出展を支援するなど、根釧の魅力を国内外に発信しているほか、創

新会という地域の若手経営者が交流する経営セミナーを実施し、若手経営者の経営力の底上げに

よる企業価値の向上等に力を注いでいます。これらの大地みらい信用金庫の取り組みは、金融サ

ービス業というよりも情報サービス業に近く、チャレンジ精神、リスクテイクの姿勢が鮮明なの

が特徴です。個々の企業を束ねて地域の魅力を発信する「場」を作るのは、信用金庫だからこそ

できることでしょう。こうした活動を担える人材を育て、情報サービス業を利益につなぐ仕組み

を作ることが、今後の課題となりそうです。 
 調査を通じて得られた結論は、次のとおりです。「信用金庫は、地域に存在する一つ一つの情
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熱に寄り添う伴走者として、地域とともに成長していかなくてはならない。足繁く訪ね、汗をか

き、面と向かって積み重ねた情報と信頼の一つ一つが信用金庫の財産であり、成長の糧であるこ

とに間違いはない。また信用金庫は“井の中の蛙”になってはならない。破天荒で型破りな挑戦

心が地域に新しい風を吹き込み、さらなる発展に繋がっていく。この厳しい状況下において、組

織として経営の効率化を図りながらも、おせっかいで熱く、気概に溢れた精神のもとに邁進して

いくことが、金融業界の中で信用金庫が生き残っていく策である」。最後に、魅力的な就職先と

して学生にアピールするために、世界に目を向けながら地域のために働く信用金庫の姿を示し、

「学生が想像しているより遥かにダイナミックで創造的な仕事がこれからの信金にはある」と伝

えることを提言しています。 
 
４．北海道の地方銀行にみる女性の働き方改革――銀行グループ 
 銀行グループからは、報告者として影山奨さん（学部 3 年）、辻万里奈さん（同３年）、田邊晃

司さん（同４年）、宮本寛義さん（同 4 年）の 4 人が登壇しました。銀行グループの問題意識は、

学生の就職先としての人気が低迷する金融機関で、優秀な人材を確保するためには、女性活躍を

推進する必要があるというものです。そのため仕事と家庭の両立支援制度の整備状況を確認した

うえで、道内の地方銀行を対象に女性活躍推進の取り組みと課題を考察しています。 
 

 
 
 先行研究からは、銀行では男性は外（融資・得意先）で稼ぎ、女性が内（内部業務）を守ると

いう職務分離があることが示され、女性は与えられる職務が限られ、昇進に限界があることが指

摘されています1。意識面をみても、女性は就職した頃と比べて「管理職希望」の割合が低下す

                                                   
1 駒川智子（2014）「性別職務分離とキャリア形成における男女差」『日本労働研究雑誌』第 648
号。 
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ることが明らかにされています2。そのため女性の管理職・役員の育成に向けて、昇進意欲のな

い女性には「目覚めの瞬間となる」仕事機会を提供することが、昇進意欲をある程度保持してい

る女性には「一皮むける経験」を提供することが必要だとされます3。 
 
 そこで北洋銀行（人事部女性活躍支援室）と北海道銀行（人事部）への聞き取り調査を実施し、

女性活躍推進の取り組みを比較検討しました。管理職に占める女性割合は、北洋銀行は 15.8％、

北海道銀行は 5.5％です。北洋銀行は女性活躍推進の状況が優良として「えるぼし」認定を受け

ていますが、北海道銀行は数字の上では女性活躍が発展途上であることがうかがえます。 
そのため両行は、女性活躍推進の目標と取り組みが異なります。北洋銀行は、女性活躍に関す

る目標を「調査役クラス（係長級）以上の女性比率を 25％以上にする」と定め、女性が少ない

業務への積極的配置（企画、渉外、融資等）、女性のキャリア意識向上と管理職層の意識改革に

向けた研修に取り組んでいます。北海道銀行は、女性活躍に関する目標を「女性の管理職を 15
名以上登用する」としています。ですがコース別雇用管理制度を導入しており、すべての女性に

「一皮むける経験」を提供することは難しいとされます。そこで女性活躍に向けた取り組みとし

ては、研修等を通じてキャリア設計と女性間ネットワークの形成を促進し、モチベーションの向

上を図っています。 
得られた結論は次のとおりです。「様々な研修制度や女性の業務配置の多様化が、先行研究に

おける内的動機の開発や『一皮むける経験』『目覚めの瞬間』の提供につながっている。総じて、

北洋銀行は『一皮むける経験』を、北海道銀行は『目覚めの瞬間』を提供している段階であると

いえる。この段階的なステップアップによって、女性の活躍がより進んでいくと考えられる」。 
 
５．大学生による報告という試みへの評価 
 研究会では、短大生、大学生、大学院生の皆様、金融の専門家の方々から、多くのご意見ご質

問を頂戴いたしました。学生は報告の詰めの甘さに青くなったり、専門的な質問にタジタジにな

ったりしながら、いわば異種格闘技戦のようなおもしろさに触れたようです。研究会後は、これ

まで学んでこなかった経済学や経営学への興味関心を育み、理論の重要性を再認識するなど、さ

らなる成長への意欲を高めています。懇親会の場で、学生に丁寧にお話くださいました皆様、メ

ール等で温かなお言葉をくださいました皆様に、改めまして感謝申し上げます。 
 それでは大学生による報告という試みは、開催のお知らせにあります「協同組織金融機関の今

後の展望を見据えた議論」となったでしょうか。準備と時間の問題もあり、十分にできたか疑問

が残りますが、「学生さんの感覚や本音が垣間見えて、興味深かった」「若い皆様方に、もっと協

同金融について知ってもらう必要があることを痛感」といった参加者の方々からの言葉からは、

何らかの役割を果たせたのではないかとも思えます。 
 最後に、報告しました学生二名の感想を記させていただきます。指導教員といたしまして、心

から御礼申し上げます。 
 

                                                   
2 高村静（2017）「男女若手正社員の昇進意欲」佐藤博樹・武石恵美子編『ダイバーシティ経営

と人材活用』東京大学出版会。 
3 石原直子（2017）「女性が役員になるための成長の要因」佐藤博樹・武石恵美子編『ダイバー

シティ経営と人材活用』東京大学出版会。 
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吉越 巧（北海道大学教育学部４年）。 
「この度は貴重な機会を頂き、ありがとうございました。今回の研究を通じて、私たちにとっ

て普段馴染みのなかった信用金庫の仕事や意義などを深く知ることができたと感じております。

研究会では、専門の方々の厳しい指摘などもあり自分たちの未熟さを感じる場面もありましたが、

非常に勉強になりました。本当にありがとうございました。」 
 
宮本寛義（北海道大学教育学部４年） 
「今回、銀行の女性の働き方に関する諸制度について発表しましたが、様々な立場の人からの

意見を聞くことができ、自らの知見を広げるよい機会となりました。女性活躍については、個人

だけではなく様々な人の価値観や考え方とも関わってくると考えられます。そうした意味でも、

学生だけでなく、銀行や信用金庫の人事部担当の方々と意見交換する機会は貴重なものであった

と感じます。改めまして、今回はこのような場での発表の機会をくださりありがとうございまし

た。」 
 

 

 
       【写真１】 信金グループの発表 

 

 
      【写真２】 銀行グループの発表 
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     【写真３】 質疑・全体討論① 

 

 

 
    【写真４】  質疑・全体討論② 

 

■ 
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■協同金融研究会２０１９年度総会報告■ 
 

第 140 回定例研究会の開催が土曜日の午後ということで（2019 年 5 月 15 日）、例年とは順番を逆

に、2019 年度の総会は定例研究会の開会前に開催しました。総会では 2018 年度の事業報告・決算報

告、2019 年度事業計画・予算を決定し、監事の改選を行いました。以下、2018 年度事業報告・決算、

2019 年度事業計画・予算、新たに選出された監事を掲載します。なお、当日の総会出席者は 18 名で

した。 
 

協同金融研究会 ２０１８年度事業報告 

（講師・報告者・執筆者等の敬称を略した失礼をご了承ください。） 
 
１．会員の状況（２０１９年３月末現在） 

  個人会員１０７名（前年比５名増、４名減）、賛助会員２７団体（前年比１増、１減） 

 

２．総会及び運営会議 

 （１）総会 ２０１８年５月２８日(月) 午後８時～８時３０分 

     議題 １）２０１７年度事業報告・収支決算報告・監査報告 

        ２）２０１８年度事業計画・収支予算 

     上記１）、２）は原案通り承認され、決定した。 

 （２）運営会議 

     定例研究会、ニュースレター、シンポジウム、先進事例視察などの企画・検討のため

年間１３回開催した。 

（開催日は、４月５日、５月１４日、６月２６日、７月２４日、８月３０日、９月２

６日、１０月２４日、１１月９日、１２月１９日、１月２１日、１月３１日、２月

１９日、３月２７日） 

 運営委員は齊藤正、生澤博、相川直之、木原久、小泉信貴（東信協）、堀川元史（全

信中協）、山口高司（全信中協 OB）、大沼英行（労金協会）、小野澤康晴（農林中金総

合研究所）、笹野武則、小島正之。 

なお、年度当初は永田一洋（東信協）、澤井弘樹（全信中協）、原弘平（農林中金総合

研究所）の各氏が担当されていたが、年度途中で異動となり、前記の構成となっている。 

運営会議には顧問・安田原三、監事・中原純一の両氏もご参加いただいている。 

 

３．定例研究会 

   ＊開催時間はいずれも午後６時３０分～８時３０分、会場は「プラザエフ５階会議室」 

第１３５回＜５月２８日（月）＞ 参加者：２２名 
テーマ：変動する金融情勢の下でのグローバル金融機関の課題を考える 
報告者：森口 隆宏（元東京三菱銀行副頭取・元 JP モルガン証券会長兼 CEO） 

第１３６回＜７月２５日（火）＞ 参加者：６３名 
テーマ：トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅰ） 
報告者：新田 信行（第一勧業信用組合 理事長） 

第１３７回＜９月２６日（水）＞ 参加者：２８名 
テーマ：トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅱ） 

 報告者：宮永 均（秦野市農業協同組合 専務理事） 
第１３８回＜１１月９日（火）＞ 参加者：３７名 

テーマ：トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅲ） 
報告者：西村 良隆（長野県労働金庫 専務理事） 

第１３９回＜１月３１日（木）＞ 参加者：３６名 
テーマ：トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅳ） 
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報告者：平松 廣司（かながわ信用金庫 理事長） 
 
４．第１６回シンポジウムの開催 
日 時：２０１９年３月９日（土）１２時３０分～１７時 
会 場：日本大学経済学部７号館講堂 
テーマ：まちの未来へ、さらなる「協働の力」を！ 

 参加者：９０名 
プログラム 
○開会あいさつ「シンポジウムの開会にあたって」 

協同金融研究会代表・駒澤大学教授 齊藤 正 
○基調講演 「グローバルな市場経済の波から、暮らしと公共、地域を守る」 

        NPO 法人アジア太平洋資料センター共同代表 内田 聖子 
○実践・事例報告「現場から学ぶ、地域での協同（協働・共同）事業・活動の実践」 

東京三協信用金庫 業務部部長 遠藤 雅久 
飛騨信用組合 常勤理事 総務部長 古里 圭史 

近畿労働金庫 地域共生推進室 上席専任役 中須 雅治 
神奈川県農業協同組合中央会 JA 改革対策部次長 岩堀 義一 

○質疑応答＆全体討論   コーディネーター 相川 直之（元朝日信用金庫常務理事） 
○閉会（１７時） 
○懇親会（１７時３０分～１９時、１４階レセプションルーム） 

 
５．先進業務事例視察の実施 

 実施日：２０１８年１０月２６日（木） 
テーマ：八王子市における地域協同の実践 
     ～八王子における異業種連携の取り組みから学ぶ～ 
訪問先：サイバーシルクロード八王子、多摩信用金庫、八王子織物工業組合、JA 八王子、 
    JA 八王子パッションフルーツ生産組合 

 参加者：１７名 
 
６．ニュースレターの発行 ※内容の詳細は協同金融研究会 HPで確認できます。 

№１３８（２０１８年４月） 
◆巻頭言「ブランド」ってなんだろう？ 

（一般社団法人全国信用組合中央協会広報部長 小関幸浩） 
  ◆第１５回シンポジウム報告（１）テーマ：街と生きる協同金融 

◎開会あいさつ「シンポジウムの開会にあたって」（協同金融研究会代表 齊藤 正） 
◎基調講演 三鷹発！民学産公金の協働のまちづくり（三鷹市長 清原慶子） 

  ◆新刊紹介 『地方創生のための地域金融機関の役割～金融仲介機能の質向上を

目指して～』（著者 家森信善） 
№１３９（２０１８年６月） 
◆巻頭言「協同組織金融機関における連携の可能性について」 

（一般社団法人全国労働金庫協会 政策調査室 副室長 伊藤 洋） 
◆時評 地域における生協共済の役割を考える  

（公益財団法人 生協総合研究所 研究員 小塚和行）  
◆第１５回シンポジウム報告（２）テーマ：「街と生きる協同金融」 

実践・事例報告         足立成和信用金庫 営業推進部 参与 松場孝一 
第一勧業信用組合 副理事長 赤平眞樹雄 

東京都農業協同組合中央会 専務理事 榎本輝夫 
新潟県労働金庫 営業推進部部長 髙橋 理 

全体討論（コーディネーター 相川直之・元朝日信用金庫常務理事） 
  ◆会員の声 最北の信用金庫での１年間     （稚内信用金庫 南支店 山本晃慈） 
№１４０（２０１８年８月） 
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◆巻頭言 米国のコミュニティ銀行     （元農村金融研究会 専務理事 原弘平） 
◆第１３５回研究会報告 
「変動する金融経済情勢の下でのグローバル金融機関の課題を考える」 

（元東京三菱銀行副頭取・元 JP モルガン証券会長兼 CEO 森口隆宏） 
  ◆第１３６回研究会報告 

「トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅰ）協同組織金融機関の役割について」 
                 （第一勧業信用組合理事長 新田信行） 

◆協同金融研究会２０１８年度総会報告 
２０１７年度事業報告・収支決算、２０１８年度事業計画・収支予算 

◆会員の声 地域の危機打開に応える 農協金融の在り方を模索したい 
      （全国農業協同組合労働組合連合会 書記局次長 星野 慧） 

№１４１（２０１８年１１月） 
◆巻頭言 旧態依然な経済・政治構造はいつまで続くのか 

（協同金融研究会事務局 笹野武則） 
  ◆時評 フインテック・AI 時代のヒューテック  
       ～職員の仕事満足とミッション志向のバイキング～ 

（日本大学商学部 教授 長谷川勉） 
◆第１３７回研究会報告 
  「トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅱ） 

農協改革と JA の今日的課題～組織・経営課題を中心に～」 
（秦野市農業協同組合 専務理事 宮永均） 

  ◆会員の声 北海道大学相撲部の炊き出しにみる地域との“繋がり” 
                （北海道大学大学院教育学研究員 准教授 駒川智子） 

№１４２（２０１８年１２月） 
◆巻頭言 「SDGｓ」と信用金庫 

（一般社団法人東京都信用金庫協会企画部企画課 課長 小泉信貴） 
  ◆時評 ドラマから見た協同金融～連続テレビ小説「まんぷく」より～ 

（青山学院大学経済学部 教授 落合功） 
◆第１３７回研究会報告 
  「トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅲ） 

地域における労金の役割を考える 長野県労働金庫の場合」 
（長野県労働金庫 専務理事 西村良隆） 

◆２０１８年度先進業務事例視察の報告  
実施日：２０１８年１０月２６日（木） 
テーマ：八王子市における地域協同の実践 

～八王子における異業種連携の取り組みから学ぶ～ 
訪問先：サイバーシルクロード八王子、多摩信用金庫、JA 八王子、八王子織物工業組

合、JA 八王子パッションフルーツ生産組合 
訪問記：齊藤正、相澤朋子、小野澤康晴、木原久、萩原道義 

№１４３（２０１９年２月） 
◆巻頭言 スポーツの輝きのように  

（一般社団法人全国信用組合中央協会 堀川元史） 
◆時評 漁業法改正の意味するもの      （帝京大学経済学部 教授 加瀬和俊） 
◆第１３９回研究会報告 

「トップが語る！協同金融の真価とは（Ⅳ） 
『論語と算盤』と信用金庫経営～経営の本質は経営者自らの中にある～」 

（かながわ信用金庫 理事長 平松廣司） 
  ◆会員の声 商店街活性化を考えよう 

（一般社団法人 九州北部信用金庫協会 専務理事 篠原幸治） 
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自・2018年４月１日　至・2019年３月31日
Ⅰ.収支計算の部

科　　目 2017年度実績 2018年度予算 2018年度実績 備　考
１.会費収入 267,000 320,000 282,000
２.賛助会費収入 440,000 430,000 450,000
３.研究会参加費収入 103,000 150,000 166,500
４.視察参加費収入 91,000 70,000 68,000
５.シンポ等関連収入 234,500 300,000 273,500
６.雑収入 111,740 50,000 108,599

小計 1,247,240 1,320,000 1,348,599
前期繰越金 7,809 -73,718 -73,718

収入合計（Ⅰ） 1,255,049 1,246,282 1,274,881
１.会報作成費 285,733 230,000 327,020
（１）執筆謝礼 54,700 30,000 88,124
（２）会報印刷費 231,033 200,000 238,896
２.研究会経費 137,728 160,000 103,755
（１）講師謝礼 70,000 70,000 60,000
（２）報告者車代 40,000 50,000 22,000
（３）飲物代 7,456 10,000 4,976
（４）資料印刷代 20,272 20,000 16,779
（５）懇親会費 0 10,000 0
３.資料代 21,807 30,000 19,278
４.会場借上費 38,000 40,000 45,000
５.事務局費 193,666 200,000 178,327
６.事務所賃借料 36,000 36,000 36,000 日本福祉サービス評価機構
７.通信費 116,874 110,000 105,151
８.視察･調査費 115,463 70,000 79,400 現地視察関連経費
９.シンポジウム開催費 380,256 360,000 445,430 シンポジウム関連経費
10.雑費 3,240 10,000 3,456

支出合計（Ⅱ） 1,328,767 1,246,000 1,342,817
次期繰越収支差額(Ⅰ-Ⅱ) -73,718 282 -67,936

Ⅱ.資産計算の部
科  目 2017年度実績 2018年度予算 2018年度実績 備　考

１.現金 0 - 0
２.預金 21,315 - 45,316 中央労働金庫本店営業部
３.郵便振替 47,468 - 96,468 ゆうちょ銀行
４.未収入金 3,000 - 0
５.立替金 0 - 0
６.預け金 0 - 0

資産合計 71,783 - 141,784
１.前受金 6,000 - 12,000
２.預り金 21,000 - 0
３.未払金 118,501 - 197,720

負債合計 145,501 - 209,720
次期繰越収支差額 -73,718 - -67,936

負債及び繰越金合計 71,783 - 141,784

2019年4月22日、日本福祉サービス評価機構事務所において、2018年度事業報告並びに収支決算につき
監査を実施し、帳票書類を点検したところ、正確かつ適正に処理されていることを認めます。

2019年4月22日
監事 中原　純一 （印）

協同金融研究会・2018年度収支決算
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協同金融研究会 ２０１９年度事業計画 

 
 ここ数年、当研究会では協同組織金融機関経営にとって、地域社会・経済との関わり方が極め

て重要であるとの観点から、定例研究会やシンポジウムや先進業務事例視察の実施等により信用

金庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合の先進事例を取り上げてきた。 
 各業態とも資金需要の減少、低金利運用という経営が難しい中で、「地域と共に」を旗印にし

て創意工夫を試みている。信金の理事長が当会の勉強会で述べられた「地域経済の発展なくして、

信金の経営は成り立たない」との声を真摯に受け止め、下記事業を実施する。 
 

記 
 
１．定例研究会の開催 
  原則として５月、７月、９月、１１月、１月に開催する。 
  開催時間は１８時３０分から２０時３０分とする。 
 
２．運営会議の開催 

信用金庫、信用組合、労働金庫、農業協同組合の関係者を運営委員とする。 
会議は毎月開催し、開会は原則午後４時からとする。 
協議内容は定例研究会、シンポジウム、先進業務事例視察、ニュースレターの内容などの具

体化を図る。 
 
３．ニュースレターの発行 

原則として年６回、偶数月に発行する。 
 
４．先進業務事例視察の実施 

２０１９年１１月頃、日帰で実施する。 
 
５．第１７回シンポジウムの開催 

２０２０年３月７日（土）に実施する。 
 
６．ホームページの継続 

タイムリーな情報提供に努める。 
 
７．会費 

個人会員年３千円、賛助会員年１万円（１口）とする。 
 
８．事務所 

「一般社団法人 日本福祉サービス評価機構」内に置く。 
以上 

 
 
 
○新たに選出された監事 
 中原純一（農林中央金庫 OB）＊留任 
任期：今回選出された監事の任期は、2019 年度～2021 年度の３年間です。 
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自・2019年４月１日　至・2020年３月31日
Ⅰ.収支計算の部

科　　目 2018年度予算 2018年度実績 2019年度予算 備　考
１.会費収入 320,000 282,000 300,000 2019.3.31現在106人
２.賛助会費収入 430,000 450,000 440,000 26組織
３.研究会参加費収入 150,000 166,500 150,000 30人×５回
４.視察参加費収入 70,000 68,000 70,000
５.シンポ等関連収入 300,000 273,500 300,000
６.雑収入 50,000 108,599 50,000

小計 1,320,000 1,348,599 1,310,000
前期繰越金 -73,718 -73,718 -67,936

収入合計（Ⅰ） 1,246,282 1,274,881 1,242,064
１.会報作成費 230,000 327,020 280,000
（１）執筆謝礼 30,000 88,124 80,000 テープ起こし代金含む
（２）会報印刷費 200,000 238,896 200,000 部数削減で経費抑制
２.研究会経費 160,000 103,755 135,000
（１）講師謝礼 70,000 60,000 70,000
（２）報告者車代 50,000 22,000 30,000
（３）飲物代 10,000 4,976 5,000
（４）資料印刷代 20,000 16,779 20,000
（５）懇親会費 10,000 0 10,000
３.資料代 30,000 19,278 20,000
４.会場借上費 40,000 45,000 40,000
５.事務局費 200,000 178,327 180,000
６.事務所賃借料 36,000 36,000 36,000
７.通信費 110,000 105,151 110,000
８.視察･調査費 70,000 79,400 70,000 現地視察関連経費
９.シンポジウム開催費 360,000 445,430 360,000 シンポジウム関連経費
10.雑費 10,000 3,456 5,000

支出合計（Ⅱ） 1,246,000 1,342,817 1,236,000
次期繰越収支差額(Ⅰ-Ⅱ) 282 -67,936 6,064

Ⅱ.資産計算の部
科  目 2018年度予算 2018年度実績 2019年度予算 備　考

１.現金 - 0 -
２.預金 - 45,316 - 中央労働金庫本店営業部
３.郵便振替 - 96,468 - ゆうちょ銀行
４.未収入金 - 0 -
５.立替金 - 0 -
６.預け金 - 0 -

資産合計 - 141,784 -
１.前受金 - 9,000 -
２.預り金 - 3,000 -
３.未払金 - 197,720 -

負債合計 - 209,720 -
次期繰越収支差額 - -67,936 -

負債及び繰越金合計 - 141,784 -

協同金融研究会・2019年度収支予算

 
■ 
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■関係団体によるイベントの紹介■ 
 

以下に紹介する２件のイベントは、協同金融研究会の活動に関係のあるものとして紹介させていた

だいています。今後も、こうしたイベントの紹介を行っていきたいと思っていますので、会員の皆様

からも情報を積極的に事務局にお寄せください。 

なお、各イベントへの参加・問い合わせは各組織にお願いします。府営の場合は、研究会事務局に

お問い合わせいただいても結構です。 

 

 
 



15 
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★「ニュースレター協同金融」本号（№146：2019年 10月）発行の遅れのお詫び 
 

 本号は、本来、８月に発行するものでしたが、事務局の担当・笹野の他の仕事がたて込み、予

定を大幅にずれ込むことになり、敢えて 10月発行とした次第です。 

ご執筆いただいた駒川先生と学生の皆様には、大変申し訳ないことをしてしまいました。誌面

を借りて、お詫びする次第です。 

また、会員の皆様にも、第 142 回定例研究会のお知らせが電子メールのみの案内となってしま

い、電子メールを使用されていない会員の皆様にはお知らせをお届けできませんでした。深くお

詫び申し上げます。事務局体制の強化が必要となっていますが、現段階ではそれも叶いません。

今後、この様な状況にならないように、現状でできる範囲で工夫をしていきたいと思っています。 

なお、№147 は 11 月中旬に、№148 は 12 月末に発行すべく、準備をしています。 

大変遅れましたことを、重ねて深くお詫び申し上げます。 

2019 年 10 月 協同金融研究会 事務局・笹野武則 

 

 

 

◆定例研究会のお知らせ◆ 
 

第１４３回定例研究会の開催のお知らせ 
 

猛暑の夏が終わり、ホッとする間もなく大型の台風が連続して列島を襲いました。被災された

皆様には心よりのお見舞いを申し上げます。また、一日も早い復旧ができるよう健闘されている

関係各位に敬意を表する次第です。 
さて、11 月の定例研究会は、こうした自然災害が続くなかで、消費税も増税された今日、経

済・金融情勢がどのようになっているかを、金融関係の現場を取材されてきている橘綱雄さまに

ご講演いただくことになりました。現場の皆様のご参加も得て、現在の情勢をどうみるか、国民

の生活・営業の現状をどう改善していくか、等々、活発な意見交換を図りたいと考えています。 
年末に向けて、お忙しい時期とは思いますが、多数の皆様のご参加をお願いいたします。 

 
記 

 

１．開催日：２０１９年１１月２０日（水）午後６時３０分～８時 

２．テーマ：専門紙記者から見た信金、信組 
３．報告者：橘 綱雄 氏（ニッキン 協同組織金融機関担当記者） 

４．会 場：プラザエフ（主婦会館）５階「会議室」 
（ＪＲ、地下鉄丸ノ内線・南北線「四ッ谷駅」麹町口下車徒歩約１分） 
５．参加費： １人１,０００円 （学生・院生は 500 円） 

６．申 込：下記申込書によりＦＡＸまたは e-mail で、事務局にお申し込みください。 
      当日のご参加も可能ですが、事前にご連絡をいただけると助かります。 

協同金融研究会 事務局（担当：笹野、小島） 

【FAX】０３－３２６２－２２６０    【e-mail】kinyucoop@mail.goo.ne.jp 
 

 

 

 

 


